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2025 
「みんなのための移動」 
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○C  CFDJapan 

 

ヨーロッパモビリティウィーク＆カーフリーデー2025 

 

モビリティウィーク＆カーフリーデー（9/16-22）は、持続可能な社会の構

築にむけ、交通を切り口に、まちづくり、環境、生活など考える環境交通週間

です。 

2025 年は、世界２,771 都市、日本国内からは、6 都市が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 国 ６ 都 市 が 参 加 し ま し た ！  

 

杉 並 区 （ 初 ）・ 逗 子 市 ・ 金 沢 市 ・ 福 井 市  

・ 日 野 町 （ 滋 賀 県 ）・ 大 阪 市  
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杉並区：東京都杉並区 

２回目（行政参加） 

 

今年 2 回目の参加です。 

 

今年は、パネル掲示において、EMW

パネル掲示の他、杉並区産 MaaS「ち

かくも」（1 月に開始）のほか、自転

車フレンドリープロジェクトやカー

ゴバイクの実証実験などの区独自の

取組についても PR しました。 

 

杉並区では、公共交通が充実してい

て、地方とは違って自家用車の利用は

少ないですが、道路の交通量が多く、

まちとしての道路空間のあり方が課

題となっており、今回は、そのきっか

けづくりとしてモビリティウィーク

を活用しました。 

 

◆モビリティウィークの取組み◆  

9/1６-2２ 

・EMW&CFD のパネル展示 

・CFD アンケート 

 

 

 

 

 

 

  

モビリティウィークの様子 / 区民ギャラリー（杉並区役所内） 
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逗子市：歩行者と自転車のまちを考える会 

15 回目（市民団体参加 13 回目） 

 

歩行者と自転車のまちを考える会

は、逗子市まちづくり基本計画に掲げ

られた［交通：歩行者と自転車優先の

まち］を実現するために活動している

市民団体です。 

逗子市歩行者と自転車を優先する

まちアクションプランのなかの重点

プログラム～JR 逗子駅周辺をもっと

歩きやすく!もっと走りやすく!もっと

出かけやすく！～の実現を目指して

2009 年から、ヨーロッパモビリティ

ウィーク＆カーフリーデーに参加し、

啓発イベントを行っています。（一時

期、行政主催で実施されましたが、現

在、市民主体で実施しています。） 

当日は天候にも恵まれ、会場のある

駅前広場では、２００名近い来場があ

ったそうです。 

また、近年実施の交通意向アンケー

トも、今年は約１００名から回答があ

り、市民の皆さんの日頃の交通問題が

浮き彫りになりました。 

今年は、さらに、午前には、歩行と

電動カートで、午後には、自転車で、

商店街をまわる「まちなかアピールラ

ン」を実践し、実際の通行具合を体験

しました。電動カートは慣れが必要な

ものの、思ったよりも通行できること

や、自転車は、路上駐車で一貫して左

側走行ができないなどの課題を共有

しました。 

 

◆モビリティウィークの取組み◆  

9/16-2２  

EMW と CFD の PR 

市内掲示板告知、アンケートの実施 

9/2１ カーフリーデー（交通止めなし） 

 

 

 

   
カーフリーデー当日の様子 / 逗子駅前広場のブース(左)、まちなかアピールラン（右） 



 

ヨーロッパモビリティウィーク＆カーフリーデー2025 

 

5 

○C  CFDJapan 

金沢市：金沢市 

９回目参加 

 

 

金沢市では、第三次金沢交通戦略の

目指す「歩行者・自転車・公共交通優

先のまちづくり」、「交通から暮らし

の質やまちの魅力を高めるまちづく

り」を市民に広く発信するとりくみの

一つとして、カーフリーデーを実施し

ています。 

カーフリーデー当日は、曇天でした

が、たくさんの親子連れが集まり、延

べ３,000 人が来場しました。 

カーフリーデー当日は、曇天でした

が、たくさんの親子連れが集まりまし

た。（来場者約 3,000 人） 

会場の金沢市役所前広場では、エレ

ベーターバスや UD タクシーの展示、

スローモビリティ乗車体験や公共交

通事業者のブースが設置されました。

また、親子バス運転士体験講座やミニ

SL 乗車会、クイズラリー、デンマー

ク式自転車教室等親子向けの企画の

ほか、自転車ルールのプチ講習、自転

車保険の案内、ヘルメット販売など、

自転車に関するブースも展開されま

した。 

今年も交通（移動）とまちについて、

楽しみながら考える機会が市民のみ

なさんに提供されました。 

 

◆モビリティウィークの取組み◆  

 

9/1６-2２ EMW&CFD パネル、10/５

開催の CFD ポスター掲示（幼児交通安全

絵画展と同時展示児交通安全絵画展と同時

展示） 

10/５ カーフリーデー（交通止め無） 

 

 

   

カーフリーデー当日の様子 



 

ヨーロッパモビリティウィーク＆カーフリーデー2025 

 

6 

○C  CFDJapan 

福井市：カーフリーデーふくい実行委員会 

1９回目参加 

 

カーフリーデーふくい実行委員会

は、NPO 法人ふくい路面電車とまち

づくりの会（ＲＯＢＡ）が中心となり、

豊かで夢のある未来にむけて、人々が

安心して利用できる路面電車やバス

などの公共交通（ホジロバ：歩行者・

自転車・路面電車・バス）を活かした

まちづくりを目指し、活動を行ってい

ます。 

この数年、福井市のサブターミナル

である田原町駅広場等で、カーフリー

デーが開催しています。田原町駅は、

福鉄・えち鉄電車駅、バス停留所があ

り、公共交通を間近で見ながら公共交

通の大切さをＰＲできる格好の場所

となっています。 

当日は、約 300 名（想定）の市民

の皆さんが来場。今年も、カーフリー

デー・ステージ、バスの乗り方教室、

ふくチャリ体験会などのブースのほ

か、公共交通を使った「ちょい旅」、

オリエンテーリングなどの企画まで、

盛り沢山で、たくさんの親子連れが参

加しました。今年は、ちょい旅と組み

合わせた、駅校内で演奏会を行うステ

ーション・ミュージックにも取組みま

した。 

また、モビリティウィークでは、県

庁やボランティアセンターにて、パネ

ル展、モビリティマンスとして、公共

交通図書の特設コーナーを図書館で

実施しました。今年も、福井の交通や

まちづくり、環境問題について、市民

の皆さんが楽しみながら考える機会

となりました。 

◆モビリティウィークの取組み◆  

9/1６-１９  EMW 等パネル展  

9/2１ カーフリーデー（交通止め無） 

9/1-9/30 モビリティマンスふくい 

「公共交通図書特集コーナー」開催

 

     
＜カーフリーデー当日の様子＞ちょい旅サイクルオリエンテーリング（左） バスのり方教室（右） 
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「わたむき自動車プロジェクト」推進協議会（滋賀県日野町） 

４回目参加 

 

「わたむき自動車プロジェクト」推

進協議会は、町内の工業団地等におけ

る通勤渋滞の発生や、マイカー通勤に

よる CO2 の排出量増加という社会

課題に対し、マイカー通勤から公共交

通機関等の通勤へのシフトを試みよ

うと、地域公共交通の活性化を目指し、

「わたむき自動車プロジェクト」を実

施しています。その一環として、昨年、

はじめてカーフリーデーにも取り組

みました。 

今年は、昨年同様、モビリティウィ

ークを活用して、町内事業所へ通勤・

出張時の公共交通機関利用や相乗り、

自転車、徒歩での移動を呼びかけまし

た。また、公共交通機関利用啓発パネ

ルを用いて、公共施設等への展示およ

び町イベントでの啓発が行われまし

た。 

 

◆モビリティウィークの取組み◆  

 

9/16－22 

公共施設やイベント等での EMW&CFD パ

ネル等の展示、図書館での関連本の特集コ

ーナーの設置 

公共交通または乗合での通勤について全町

の事業所向けに啓発とそれに伴い路線バス

やレンタサイクルの無料乗車券の発行。 

 

 

   

モビリティウィークの様子 氏郷まつりでの PR（左）日野町役場内での啓発パネル展示 
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大阪市：自転車文化タウンづくりの会 

1４回目参加 

 

自転車文化タウンづくりの会は、

“歩行者も自転車も安心して通行で

きる環境づくり”を求め、団体の趣旨

に賛同するたくさんの方々を集めて、

自転車で走行アピールを行っていま

す。 

モビリティウィーク期間も、例年、

300 人近い参加者で自転車アピール

走行が行われるなど、精力的に活動し

ています。 

2022 年からは、従来の「御堂筋サ

イクルピクニック」から、「大阪サイ

クルピクニック」へと規模を拡大。今

年も、当日は、天候に恵まれ、自転車

アピール走行は、約 100 名で御堂筋

を走行しました。 

今年は、関西大学の自転車部と交流

しに来た、ドイツの室内自転車競技の

U19（18 歳以下）ドイツ国内トップ

プレイヤーが、一緒にアピール走行に

参加。その後も、サイクルサッカー、

サイクルフィギュアのデモンストレ

ーションを行いました。 

そのほか、会場では、試乗会、キッ

チンカー、展示などを市民の皆さんに

楽しんでもらいました。大阪の移動に

ついて、また、自転車や、環境問題に

ついて、楽しく考える機会となりまし

た。 

 

◆モビリティウィークの取組み◆  

9/13 サイクルピクニック 

（カーフリーデー/交通止めなし） 

 

 

   

カーフリーデー当日の様子 

会場の様子（左） 自転車アピール走行（右） 
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ヨーロッパモビリティウィークカーフリーデー 
日本担当事務局 

一般社団法人 カーフリーデージャパン 

東京都北区田端2-4-19 

電話：03-6914-3404 


